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博物館長　杉原　重夫
　アカデミーコモソの地下に明治大学博物館が開館して2年目に入り、博物館活動
もようやく軌道に乗りつつあります。私自身は館長に就任してようやく1年を迎え
ることになりますが、このような立派な博物館を設置することに熱意を注いだ教職員
とそれに応えた理事会、それに創立120周年記念事業に賛同された多くの校友、父
母、企業の方々にまず敬意を表します。博物館には地下1階に博物館事務室、会議
室、教室、図書室、特別展示室、地下2階に商品、刑事、考古の3部門からなる常
設展示室を備え、そのうえ万全の管理設備を整えた広い収蔵庫を持つなど、大学博物
館として学内外に誇れる施設を有していると言えます。それだけに、この博物館を明
治大学の歴史的資産と学術的な成果を内外にアドバータイズメントする機能を充分に
発揮した生涯教育施設とすることが我々博物館関係者の責務であると考えます。
　昨年度の博物館入館者は、3部門が独立していた頃は2万5000人前後でありました
が、明治大学博物館として統合された2004年度には約4万5000人と2万人も入館者
が増加しました。2005年度にはさらに入館者が増えることが見込まれていていま
す。このような2004年度の入館者の増加には特別展「韓国スヤソゲ遺跡と日本の旧
石器時代」、「明治大学図書館所蔵藍田文庫特別展」の開催とその宣伝効果が大きく寄
与していることも事実です。この2つの特別展入場者は合わせて6千人を越えまし
た。本年10月15日から12月11日にかけて57日間にわたり開催された特別展「江戸時
代の大名一日向国延岡藩内藤家文書の世界一」は5，518人の来館者がありました。ま
た会期中に開催された記念講演会、校友の能楽師桑田貴志氏と本学能楽研究部による
能楽公演、旧延岡藩の城山神楽祭実行委員会による神楽実演にも多くの皆様に足を運
んで頂きました。展示会では、博物館友の会と学生ボラソティアの方々に受け付け業
務や展示説明を担当して頂きました。このように、本年度の特別展が成功裡のもとに
終える事が出来たのは、旧延岡藩内藤家のご家族、共催の延岡市教育委員会・延岡市
内藤記念館の並々ならぬご支援のたまものと厚く感謝を致します。とくに明治大学と
延岡市の間で長く培われてきた交流は、博物館活動のうえで貴重な財産として今後と
も大切にしたいと思います。今後の特別展については、このたびの企画で得る事が出
来た経験を生かして、本学内外の方々に喜んで頂けるものにしたいと考えます。
　今後に残された課題もあります。それは長野県長和町（旧長門町）鷹山にある「明
治大学黒耀石研究センター」の博物館分館化と文学部の「明治大学文化財研究施設」
の博物館への移管です。このうち黒耀石研究センターは、平成12年度に地元の絶大
なる協力を受け、文部科学省の学術フロンティア推進事業「石器時代における黒耀石
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採掘鉱山の研究」によって建設したもので、隣…接地には町施設として「黒耀石体験ミ
ュージアム」があり、日本の石器時代を究明するうえで拠点となる施設です。学術フ
ロソティア推進事業が2004年度に終了したことにより、その所管が検討されていま
した。今後は、この施設を活用した大学・博物館と長和町との学術・文化交流が進め
られることになります。文化財研究施設は、文化財の理化学的分析を目的に平成7
年度に文部科学省の私立学校研究設備整備費等補助金等で設置されたもので、アカデ
ミーコモソ地下1階に文化財分析室（1・［）、11号館1階に文化財資料室がありま
す。とくに博物館教室に隣接する文化財分析室には、蛍光X線分析装置、X線回折
装置、走査型電子顕微鏡、ガスクロマトグラフィー質量分析計等の充実した分析器機
が設置されていて、古代漆の研究、黒耀石製石器の原産地推定、微化石分析による古
環境の復元に威力を発揮しています。これらの施設を有効的に活用し、大学博物館の
機能として、研究部門を充実したいと考えていますので、今後ともご支援をお願い致
します。　　　　　　　　　　　　　　（文学部教授／すぎはら　しげお／地理学）
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